眼科カリキュラム　　研修医達成目標

レジデントGIO（ＧＩＯ：general Instructional objective）

眼および眼附属器の正常構造と機能を理解し、腫瘍を含む眼部疾患の検査・

診断を理解し、治療方針がたてられる。

シニアレジデントGIO

眼部疾患に対する検査を患者に説明し、十分な理解を得た上で実行でき、

さらに腫瘍を含む手術の助手（一部は術者）や、レーザー治療などを施行できる。

行動目標（ＳＢＯ：Specific behavioral objective）

A  視覚系の解剖・生理学　

眼球および眼付属器の形態と機能を理解する。

1． 正常の眼球および付属器の構造を図示できる。（知・技）

2． 眼球内器官の構造を組織レベルで理解する。（知）

3． 房水の産生、流出路の構造を理解するとともに、生理的房水動態を説明できる。（知・技）

B  屈折・眼光学・視路　　

目に入射する光情報が、眼内でどのように伝わり、また、中枢神経系でどのように処理されるかを理解する。

4． 屈折異常の種類を理解し、説明できる。（知・技）

5． 屈折矯正の方法を理解する。（知）

6． 眼球組織の透明性について理解する。（知）

7． 網膜での情報処理について理解する。（知）

8． 視神経以降の視覚路について理解する。（知）

9． 半盲性疾患の原因部位診断について説明できる。（知・技）

C  眼球内腫瘍

眼球内腫瘍とその治療方法を理解する。

10． 眼球の基本的な構造を理解する。（知）

11． 頻度別に眼球内腫瘍を理解する。（知）

12． 眼底を含む大まかな眼底所見をとることができる。（知・技）

13． 眼球内エコーを理解し、その手技ができる。（知・技）

14． フルオレセイン蛍光眼底撮影を理解し、その手技ができる。（知・技）

15． 眼球内腫瘍の診断ができる。（知・技）

16． 眼球内腫瘍の治療方法を理解する。（知）

17． 眼球内腫瘍の手術方法を理解し、助手として手術に参加できる。（知・技）

18． 眼球内腫瘍切除後の再建方法を理解し、助手として手術に参加できる。（知・技）

19． 眼球内腫瘍に対する放射線療法とその副作用を理解する。（知）

D  眼附属器腫瘍

眼球・眼窩部腫瘍ととその治療方法を理解する。

20． 眼附属器の基本的な構造を理解する。（知）

21． 眼附属器腫瘍を頻度別に理解する。（知）

22． 眼附属器エコーの手技ができる。（知・技）

23． 眼附属器腫瘍の診断ができる。（知・技）

24． 眼附属器腫瘍の治療方法を理解する。（知）

25． 眼附属器腫瘍の手術方法を理解し、助手として手術に参加できる。（知・技）

26． 眼附属器腫瘍切除後の再建方法を理解し、助手として手術に参加できる。（知・技）

27． 眼附属器腫瘍に対する放射線療法とその副作用を理解する。（知）

E  眼窩浸潤性腫瘍

眼窩浸潤性腫瘍について理解する。

28． 眼球・眼窩・副鼻腔・鼻腔の解剖と機能を理解する。（知）

29． 頻度別に眼窩浸潤性腫瘍を理解する。（知）

30． 眼球・眼窩・副鼻腔・鼻腔のエコーの手技ができる。（知・技）

31． 眼窩浸潤性腫瘍の診断ができる。（知・技）

32． 眼窩浸潤性腫瘍の治療方法を理解する。（知）

F  全身疾患と眼　　

眼疾患は全身疾患の一症状として現れることがある。したがって、眼症状が全身疾患発見の契機となったり、全身疾患管理の上での重要な情報をもたらすことがある。このことを正しく理解し、代表的な所見を学ぶ。

33． 眼部所見を全身の管理に役立てることができる。（知・技）

34． 眼底所見の正常からの変化の把握。（知・技）

35． 眼症状を引き起こす全身疾患について知る。（知）

36． 糖尿病の眼症状について理解し、分類ができる。（知・技）

37． 高血圧性網膜変化について理解し、分類ができる。（知・技）

38． 副鼻腔疾患、神経疾患の眼症状について理解する。（知）

G  Immunocompromised  hostsの眼疾患

39． Immunocompromised  hostsの眼疾患について理解する。（知）

40． Immunocompromised  hostsに対する眼への影響の理解とその治療法を理解する。（知）

41． IVH関連眼疾患の診断と、その治療について理解する。（知・技）

H  眼科救急疾患　　

治療が遅れた場合に永久的な視覚障害を残す眼科救急疾患について、早期診断治療に必要な知識を獲得する。

42． 急性緑内障の症状と診断、初期治療について理解する。（知・技）

43． 網膜血管閉塞性疾患の症状と診断、初期治療について理解する。（知・技）

44． 角膜感染症の症状と診断、初期治療について理解する。（知・技）

45． 眼外傷の症状と初期治療について理解し、診断できる。（知・技）

I  白内障　　

単一疾患としては最も手術件数の多い白内障について治療法を中心に理解する。

46． 水晶体の基本的な構造を知る。（知）

47． 白内障とは何かを理解し、その混濁部位の特徴を知る。（知）

48． 白内障の原因を挙げることができる。（知）

49． 白内障の手術方法を十分に理解し、説明できる。（知・技）

50． 術後矯正手段について理解し、説明できる。（知・技）

J  緑内障　　

代表的な眼科疾患である緑内障について、基本概念、診断、治療を理解する。

51． 房水動態と眼圧について理解する。（知）

52． 緑内障の病型分類を理解する。（知）

53． 各病型の病態生理を理解する。（知）

54． 緑内障に関連した検査手技（眼圧、視神経、視野、隅角）と正常所見を理解し、代表的異常所見を述べることができる。（知．技）

55． 薬物治療の種類、作用機序を説明できる。（知・技）

56． レーザー治療、手術療法の種類と適応について説明し、施行できる。（知・技）

K  角膜・結膜・強膜　　

角膜、結膜、強膜の代表的疾患について、診断、治療を中心として理解する。

57． 角膜、結膜、強膜の基本的な構造を理解する。（知）

58． 代表的な結膜炎の原因を挙げることができる。（知）

59． 代表的な結膜炎の治療法を正しく述べることができる。（知）

60． 角膜疾患（変性症、感染症、など）の病態、診断、治療法を理解する。（知）

61． 角膜屈折矯正手術について理解し、患者に説明できる。（知・技）

62． 角膜移植について理解し、患者に説明できる。（知・技）

L  ぶどう膜　　

ぶどう膜炎の症状、治療法について理解する。

63． ぶどう膜の基本的な構造を知る。（知）

64． ぶどう膜炎の症状について理解する。（知）

65． ぶどう膜炎の病因について理解する。（知）

66． ぶどう膜炎の治療法について理解し、患者に説明できる。（知・技）

67． ぶどう膜炎の合併症について理解する。（知）

M  網膜硝子体疾患　　

網膜硝子体疾患の種類と治療法について理解する。

68． 代表的な網膜硝子体疾患について理解する。（知）

69． 硝子体手術とは何かを知り、助手につくことができる。（知・技）

70． 硝子体手術の適応となる網膜硝子体疾患について知る。（知）

71． 薬物治療の適応となる網膜疾患について診断法、予後を含めて理解する。（知）

72． レーザー治療の方法、適応について理解し施行できる。（知・技）

N  斜視、眼球運動　　

斜視、眼球運動障害および両眼視機能について理解する。

73． 眼球運動の生理を理解する。（知）

74． 斜視の種類と診断について理解できる。（知）

75． 両眼視機能とその異常について理解し、説明できる。（知・技）

76． 眼球運動障害の原因疾患について説明できる。（知・技）

77． 眼球運動障害の原因部位を同定する方法を理解し、代表的な症例についてそれを応用できる。（知・技）
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